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今月の花の種＊ポピー  

まきどき:3 月～6 月 
はなどき:7 月～11 月 

ポピーはピンク色やオレンジ色、
白色や黄色の花を次々と咲かせま
す。 

北アメリカが原産の多年草で、和
紙のように繊細な花弁が魅力的な
植物です。 

ポピーは育て方が簡単で、花壇の
寄せ植えや切り花などに幅広く利
用されています。 

記事担当：根本 昇 

         名 古 屋 城 
 愛 知 県 名 古 屋 市 に あ る 名 古 屋 城 は 金 の 鯱 で 知 ら れ て い ま す 。 名

古 屋 城 が 最 初 に 作 ら れ た の は 今 川 義 元 の 父 で あ る 今 川 氏 親 の 時 代

の 名 古 屋 城 は 小 規 模 で 、 し か も 織 田 信 ⾧ の 天 下 統 一 と 共 に 一 時 は

廃 城 と な っ て い ま し た 。名 古 屋 城 が 大規 模 に な っ た の は 江 戸 時 代 。

関 ヶ 原 の 戦 い 後 、 対 豊 臣 と い う 観 点 か ら 名 古 屋 は 要 衝 の 地 と 考 え

ら れ る よ う に な り ま し た 。 そ の た め 徳 川 家 康 の 命 に よ り 、 い わ ゆ

る 諸 大 名 に 城 を 作 ら せ る 「 天 下 普 請 」 に よ っ て で き た の が 名 古 屋

城 で す 。 名 古 屋 は 江 戸 時 代 に 入 っ て も 西 国 大 名 に 睨 み を き か す 大

切 な 場 所 。 そ の た め 名 古 屋 城 に 入 っ た の は 徳 川 家 康の 第 9 男 で あ

る 徳 川 義 直 で し た 。 と こ ろ で 名 古 屋 城 の 天 守 台 を 築 い た の は 加 藤

清 正 。 こ の 時 代 、 加 藤 清 正 と 藤 堂 高 虎 は 築 城 の 名 手 と し て も 知 ら

れ て い ま す 。 加 藤 清 正 が 名 古 屋 城 築 城 に 関 わ っ た 事 が 良 く わ か る

の が 、 大 き な 石 垣 の 清 正 石 で す ね 。  
今 あ る 名 古 屋 城 は い わ ゆ る 復 元 天 守 で 、  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 作 ら れ て い ま す 。  

た だ 、 文 化 庁 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の  

城 を 復 元 天 守 と は 認 め て い ま せ ん 。  

そ う し た こ と も 背 景 に あ る の か 、  

名 古 屋 市 で は 改 め て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  （ 清 正 像 ）   (清 正 石 ) 

で は な く 、 木 造 の 復 元 天 守 に 作 り 直 す 事 に な っ て い ま す 。  

完 成 時 期 は 最 短 で ２ ０ ３ ２ 年 度 に な る 見 通 し と い う 事 で 、 早 く て ８ 年 後

で す ね 。 そ れ ま で 元 気 に 歩 け る と 良 い の で す が ！ (笑 ) 

  

 
 

「万物を開発してあらゆる事業を完成させること。」 

郡山市の安積開拓の組織「開成社」は、この言葉から 

名付けられた。 
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